
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 
 

医薬品業界最大の関心事である薬価制度改革が中医協で本格的な論議に入ってきました。今回の注目点は何と言っても業界か

ら提案された薬価維持特例制度の行方です。業界の提案がどのようになるのか、現状では異論もあり予断を許さない状況です。ま

た、後発品促進との整合性も難しい課題です。政府目標の30％が現状の推移では厳しい情勢になっている中でどのような考え方が

打ち出されていくのでしょうか。 

更に、続々と開発が進められている「配合剤」はどのような扱いとなるのか。患者の利便性やコンプライアンスの向上というメリッ

トが挙げられる一方で、「配合剤は新薬と言えるのか、別の評価が必要ではないか？」などの意見も根強くあります。上記のような

改革の論議に加えて、2010 年 4 月の薬価改定での長期収載品の扱いや市場拡大再算定など医薬品業界にとっていずれも目が離

せない内容が含まれています。 

そこで弊社では、薬価制度改革について、制度を熟知したそれぞれ立場の異なる講師をお招きし、現状や課題についてお話いた

だくと共に今後の制度改革の行方について考えるセミナーを開催いたします。上記開催趣旨を踏まえ、ぜひお申し込みいただきま

すようお願い申し上げます。 

薬価維持特例制度について 

配合剤の扱いについて 

後発品の使用促進について 

薬価算定ルールの改善について 

制度改革について：論点の背景とポイント 

2010 年 4 月の薬価改定について 

        （長期収載品と市場拡大再算定） 

制度改革が医薬品企業に与える影響について 

≪ご関係部署でご回覧ください≫ 

日本ジェネリック製薬協会 会長/ 

沢井製薬株式会社 代表取締役会長 

   澤井 弘行 氏 

厚生労働省 医政局 経済課長 

木下 賢志 氏 

医薬品行政の立場から薬価制度改革についてお話いただく予

定です。 

社団法人日本薬剤師会 副会長/ 

 厚生労働省 中央社会保険医療協議会 委員 

             山本 信夫 氏 
薬価制度改革の論点を中心にお話いただく予定です。 

 

  薬価制度改革とジェネリックについてお話いただく予定です。 

今回の薬価制度改革論議の背景、薬価維持特例制度につい

て、また 2010 年4 月及び今後の薬価制度改革の可能性や影響な

どについて解説いただく予定です。 

株式会社薬新 代表取締役/ 

 株式会社医薬経済社 編集委員 

井高 恭彦 氏 



                  
10：30～11：30 第１講義 「薬価制度改革と医薬品産業政策」 

厚生労働省 医政局 経済課長  木下 賢志 氏 
11：30～11：40 休 憩 
11：40～12：40 第２講義 「薬価制度改革について」 

社団法人日本薬剤師会 副会長/厚生労働省 中央社会保険医療協議会 委員  山本 信夫 氏 
12：40～13：30 昼食 
13：30～14：30 第３講義 「薬価制度改革とジェネリック」 

日本ジェネリック製薬協会 会長/沢井製薬株式会社 代表取締役会長  澤井 弘行 氏 
14：30～14：45 コーヒーブレイク 
14：45～16：15 第４講義「薬価制度改革の現状と課題」 

                                株式会社薬新 代表取締役/株式会社医薬経済社 編集委員  井高 恭彦 氏 
 

※ 都合により、スケジュールが変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．日 時： 2009年7月24日(金)10：30～16：15 
２．場 所： アイビーホール青学会館 東京都渋谷区渋谷4-4-25 TEL 03-3409-8181(代表) 
３．対 象： 製薬企業・医薬品卸の経営幹部、経営企画、渉外、マーケティング、営業企画、営業推進担当者、研修・人材開発、本社及び支

店営業所のマネージャー 他 
４．お申 込 期 限： 2009年7月22日（水）※定員になり次第締め切らせていただきますので、お早めにお申し込みください。 
５．お申 込 方 法： 下記申込用紙に必要事項をご記入の上、ＦＡＸでお送りいただくかＥ-ｍａｉｌにてお申し込みください。なお、お電話での 

お申し込みは受付できませんのでご了承いただきますようお願い申しあげます。 
※お申込み受付後､①申込み受付確認のＦＡＸまたはメールをお送りいたします。②受講票と会場案内図を郵送いたします。なお、受講料につ

きましては、請求書をお送りいたしますので、指定の口座へお振込みください。振込手数料につきましてはお客様にてご負担をお願いいたし

ます。当日受付での現金の取り扱いは行っておりません。 
６．受  講  料： １名様 ３６，７５０円（資料代、昼食・飲み物代、消費税含む） 

※受講申込みを取り消される場合は7月22日午前中までにセミナー事務局(TEL:03-3270-8741)までご連絡くださいますようお願いいたしま

す。それ以降に取り消された場合は、キャンセル料１名様につき5,250円(消費税含む)を承ります。なお、当日キャンセルの場合は受講料の返
金はいたしかねますのでご了承ください。お申込みされたご本人が出席できない場合は、代理の方の出席も可能です。どうかご協力ください

ますよう、お願い申しあげます。 

７．お 申 し 込 み： セミナー事務局（担当／新谷（あらや）） FAX：03-3270-8700 〒103-0023 中央区日本橋本町3-1-11 繊維会館 
８．お問 い合 せ： セミナー事務局〔担当／中村・新谷（あらや）〕 TEL：03-3270-8741  FAX：03-3270-8700 
 
●講義の録音・録画、及び会場での携帯電話のご使用はご遠慮ください。 
●ご質問・ご要望等がございましたら、お申し込みの際にお書き添えください。 
●セミナー開催日の前日までに受講票等がお手元に届かない場合は、上記セミナー事務局(TEL:03-3270-8741)までご連絡ください。 
 

 

 

 

 

 

貴社名  

ご住所 〒 

ＴＥＬ: (       )        －              ＦＡＸ: (         )         －     

参加される方のお名前 所属部署・ご役職名 

 

 

 

          (E-mailｱﾄﾞﾚｽ：                    □会社 □ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ) 

 

 

 

          (E-mailｱﾄﾞﾚｽ：                    □会社 □ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ) 

 

 

 

          (E-mailｱﾄﾞﾚｽ：                    □会社 □ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ) 

 (E-mailｱﾄﾞﾚｽ：                         □会社 □ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ) 

通信欄 

  

 

 E-mail アドレスにつきましては、会社でご使用のものをお持ちでしたら、そちらをご記入いただきますようお願いいたします。 
※申込書にご記入いただいた内容を元にセミナーや書籍等のご案内を弊社より送付させていただくことがございます。 0906 HP 

「薬価制度改革と医薬品企業への影響」セミナー申込書                  ２００９年７月２４日 


